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１ 活動報告 

 

【４月～６月】(春季)               【７月～９月】(夏季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月～１２月】(秋季)            【１月～３月】(冬季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（活動内容） 

・春、夏の森散策 

・春じゃが芋・玉ねぎ収穫、とクッキング食育 

・昆虫採集、飼育 

・フィールド改善（緑肥プロジェクト） 

・リスクマネジメント研修（職員対象） 

・自然保育交流会（自然保育の意義、職員対象） 

・木のオブジェ作り 

（活動内容） 

・花のクラフト（ハンマースタンピング） 

・野菜クラフト（スタンピング） 

・稲刈り体験 

・玉ねぎ染め 

・ヒラメ稚魚の放流 

・腐葉土作り 

・地域の川・山を散策 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・秋の森遊び 

・どんぐり、イチョウ拾い 

・どんぐり、松ぼっくり転がし遊び 

・小学校連携での秋見つけ交流会 

・森遊び（焚火ごっこ、落ち葉のシャワー） 

・干した藁でしめ飾り作り 

・自然保育について（所内研修 職員対象） 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・親子の冬の森とあそびと散策（保育参加日） 

 アドバイザーによる自然保育講演会 

・冬の自然遊び（氷づくり） 

・焚き火と焼き板のプレートづくり 

・地域マップ 

・リスクマネジメント研修（職員対象） 

 



活動報告（詳細） 

 

１シーズンにつき最も印象的だった活動のエピソード１つご記入してください。 

エピソードは、活動プロセス、保育者の関わり、子どもの育ちの見取りを端的にお願いします。 

写真は基本 1枚です。 

 

【４月～６月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７月～９月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「はじめての田んぼ」 

地域の方の田んぼへ遊びに行きました。どろどろに

なるのは勇気がいるかな？と思っていましたが、な

んのその！「わ～気持ちいいね」と田んぼを駆け回

る子どもたちでした。自然保育を中心に活動してき

て、子どもたちはダイナミックに、遊ぶ姿となりま

した。土、水、空気、匂いを感じ、５感を通して遊

びました。 

（エピソード記述） 

「僕たち、私たちのふわふわ畑」 

 

地域の方と本格的な土づくりを体験！土をまずほ

ぐしふわふわに！アルカリの土をつくるようりん、

根を元気にするアズミン、土を柔らかくするこだわ

り健肥、この３種類、有機肥料を入れて苗を植えま

した。子どもたちは昨年は失敗した「すいか」にチ

ャレンジしました。植え付けも、地域の方に教えて

もらい上手に植えました。夏には大きな甘いスイカ

が５個も収穫できました。子どもたちは栽培の体験

で「水・空気・光」の大切さに気付くことができま

した。 

 



 

【１０月～１２月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月～３月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「安芸津の海って素敵だね！」 

 

一年を通して、地域のフィールドへ散歩に出かけま

した。川をのぞくと「シオマネキ」のカニが手を振

っています。子どもたちとカニを釣って見ようとい

うことになり、竿作りが始まりました。それぞれが

竹を思う長さに切り、作りました。えさはいりこや

するめいかで釣ります。カニの出てくるのを待っ

て、カニがはさんできたらチャンス！一気に引き上

げます。子どもたちがカニ釣りに集中する顔は、真

剣でした。こんな体験はこの地域ならではの体験で

す。地域には遊んでみたいところが沢山あり、これ

からも地域資源を活用した活動をしていきたいと

思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「わくわくする森あそび」 

今年も榊山の森で沢山遊びました。子どもたちを見

守るかのようにカナメモチの木が何本かあり、夏は

涼しく、秋は落ち葉を楽しませてくれます。 

今年は風早幼稚園の幼児組の子どもたちと交流し、

森あそびを楽しみました。森では色いろな葉っぱや

木の実で冠あそび、目をつけて目玉っちあそびな

ど、楽しく活動しました。交流保育で広がる友達の

輪、自然遊びですぐに仲良くなれました。自然の力

は子どもたちをワクワクさせます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ その他（自然体験活動の実施における今年度のプロセス）※記入必須 

 

 ・ 職員の資質向上について 

・保育所周辺の環境を職員間で共通把握。 

   ・地域フィールドの地図作りにおいて地域を探検する。 

   ・「焚き火の達人」園内研修を行った。 

   ・自然保育の研修会（県主催）に参加。 

  ・自然保育の安全研修に参加。 

 

 

 

 ・ 地域との関わりについて 

・小学校交流での「秋見つけ！」榊山の森を管理されている方と森散策 

   ・地域の方に土づくりを教えていただき、夏野菜の栽培をした。 

    

 

 

 

 

 

  ・ 保護者との関わりについて 

   ・保育参加日で森の達人と森遊びを親子で楽しむ。 

   ・保育参加日で親子で木工制作を楽しむ。 

   ・保育参加日でたき火の集いを楽しむ。 

 

 

 

・ その他 

 

 

 

＊より詳しく活動をアピールしたい施設は、ホームページや SNSの URLをご記入ください。 
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